人文・社会科学系大学生の学習体験は早期内定の獲得に役立つか by 日下田 岳史






















































































































































































4	 データが得られた 2016 年度時点で、大学 IRコンソーシアムは任意団体であった。
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表1　用いる変数と記述統計量(1)
N 最小値 最大値 平均値 標準偏差
① 出身高校の評定平均値 266 2.200 4.900 3.678 0.550
基礎学力調査 _英語 274 15.000 92.000 51.818 18.016
基礎学力調査 _数学 274 10.000 79.000 40.193 12.181
基礎学力調査 _国語 274 26.000 100.000 67.558 12.153
② 1 年春学期 GPA 285 0.000 3.970 2.637 0.549
③ GPSA_ 思考力（選択式　総合スコア） 286 0.000 66.870 41.197 9.186
④ GPSA_ 思考力（記述・論述式問題　総合得点比率） 105 0.000 66.670 36.825 16.738
⑤ GPSA_（姿勢・態度）レジリエンス 286 17.690 68.540 45.812 9.918
GPSA_（姿勢・態度）リーダーシップ 286 19.830 76.260 44.495 9.650
GPSA_（姿勢・態度）コラボレーション 286 23.970 68.290 47.221 8.720
GPSA_（経験）自己管理 286 0.000 100.000 46.107 17.776
GPSA_（経験）対人関係 286 1.670 100.000 54.015 17.712
GPSA_（経験）計画・実行 286 0.000 100.000 50.629 17.644
GPSA_ 学びへの意欲 286 20.000 100.000 62.401 18.036
⑥ [ 問 9A] 授業や実験に出る 207 1 8 6.623 1.138
[ 問 9B] 授業時間外に、授業課題や準備学習、復習をする 204 1 8 3.902 1.324
[ 問 9C] 週あたりの活動時間：授業時間外に、授業に関連しない勉強をする 199 1 8 2.678 1.500
[ 問 9D] オフィスアワーなど、授業時間外に教員と面談する 198 1 5 1.268 0.701
[ 問 9E] 部活動や同好会に参加する 201 1 8 2.532 1.817
[ 問 9F] 大学外でアルバイトや仕事をする 206 1 8 4.490 2.475
[ 問 9G] 読書をする（マンガ・雑誌を除く） 200 1 8 2.790 1.593
[ 問 9H] 個人的な趣味活動をする（テレビやゲーム、映画鑑賞など） 208 1 8 5.370 1.927
⑦ [ 問 8A] 授業課題のために図書館の資料を利用した 198 1 4 3.045 0.814
[ 問 8B] 授業課題のために Web 上の情報を利用した 202 1 4 3.599 0.575
[ 問 8C] インターネットを使って授業課題を受けたり、提出したりした 198 1 4 3.338 0.721
[ 問 8D] 提出期限までに授業課題を完成できなかった 208 1 4 1.611 0.803
[ 問 8E]授業時間外に、他の学生と一緒に勉強したり、授業内容を話したりした 200 1 4 2.755 0.830
[ 問 8F] 授業中、教員の考え方や意見に異議を唱えた 206 1 4 1.549 0.674
[ 問 8G] 授業を欠席した 202 1 4 2.074 0.897
[ 問 8H] 授業に遅刻した 208 1 4 1.865 0.885
[ 問 8I] 授業をつまらなく感じた 206 1 4 2.840 0.690
[ 問 8J] 授業中に居眠りをした 200 1 4 2.600 0.891
[ 問 8K]教職員に学習に関する相談をしたり、学内の学習支援室を利用したりした 201 1 4 1.925 0.905
[ 問 8L]単位とは関係のない教員あるいは学生による自主的な勉強会に参加した 206 1 4 1.447 0.793
[ 問 8M]大学の教職員に将来のキャリアの相談をした（卒業後の進路や職業選択など） 201 1 4 1.378 0.690
[ 問 8N] 教員に親近感を感じた 201 1 4 2.338 0.962




























N 最小値 最大値 平均値 標準偏差
⑧ 早期内定ありダミー 203 0 1 0.542 0.499
卒業後の進路 _無期雇用者ダミー 207 0 1 0.918 0.275
5	 PROGとは、株式会社リアセックが提供しているアセスメント・プログラムを指す。


















出身高校の評定平均値 ** 非受検 916 3.568 0.520
受　検 266 3.678 0.550
合　計 1182 3.593 0.528
基礎学力調査 _英語 *** 非受検 936 46.976 17.129
受　検 274 51.818 18.016
合　計 1210 48.073 17.445
基礎学力調査 _数学 ** 非受検 938 37.822 11.934
受　検 274 40.193 12.181
合　計 1212 38.358 12.026
基礎学力調査 _国語 非受検 937 66.561 12.653
受　検 274 67.558 12.153
合　計 1211 66.787 12.544
1 年春学期 GPA*** 非受検 973 2.432 0.570
受　検 286 2.636 0.548
合　計 1259 2.478 0.571
PROG_ 総合 ** 非受検 926 2.821 1.505
受　検 272 2.474 1.483
合　計 1198 2.742 1.506
PROG_ 対人基礎力 ** 非受検 926 3.176 1.700
受　検 272 2.783 1.659
合　計 1198 3.087 1.698
PROG_ 対自己基礎力 *** 非受検 926 3.037 1.493
受　検 272 2.643 1.370
合　計 1198 2.947 1.474
PROG_ 対課題基礎力 非受検 926 3.112 1.560
受　検 272 3.169 1.573
合　計 1198 3.125 1.563
***0.1% 水準　**1％水準　*5% 水準　† 10％水準














モデル 1 モデル 2
b β b β
定数項 39.784 *** 39.085 ***
(3.278) (3.662)
出身高校の評定平均値 0.405 0.025 0.250 0.015
(0.881) (0.954)
大学入学時点の基礎学力 4.618 0.511 *** 4.530 0.501 ***
(0.482) (0.524)




F 値 47.036 *** 31.322 ***




モデル 1 モデル 2
b β b β
定数項 26.125 * 11.661
(11.341) (13.069)
出身高校の評定平均値 3.179 0.104 0.591 0.019
(3.093) (3.275)
大学入学時点の基礎学力 4.644 0.289 ** 3.059 0.190 †
(1.629) (1.766)




F 値 5.710 ** 5.438 **
***0.1% 水準　**1％水準　*5% 水準　† 10％水準      
括弧内の数値は回帰係数の標準誤差





















































第 1主成分 第 2主成分 第 3主成分
[問 9A] 授業や実験に出る 0.475 0.215 0.538
[ 問 9B] 授業時間外に、授業課題や準備学習、復習をする 0.754 -0.180 0.103
[ 問 9C] 授業時間外に、授業に関連しない勉強をする 0.632 -0.477 -0.188
[ 問 9D] オフィスアワーなど、授業時間外に教員と面談する 0.599 -0.115 -0.360
[ 問 9E] 部活動や同好会に参加する 0.185 0.632 0.150
[ 問 9F] 大学外でアルバイトや仕事をする 0.164 0.546 -0.334
[ 問 9G] 読書をする（マンガ・雑誌を除く） 0.605 0.356 -0.088
[ 問 9H] 個人的な趣味活動をする（テレビやゲーム、映画鑑賞など） 0.115 -0.153 0.714
累積寄与率　53.474%
第 1 主成分 第 2主成分 第 3主成分 第 4主成分
[問 8A] 授業課題のために図書館の資料を利用した 0.356 -0.132 0.526 -0.182
[ 問 8B] 授業課題のために Web 上の情報を利用した 0.184 0.314 0.583 -0.212
[ 問 8C]インターネットを使って授業課題を受けたり、提出したりした 0.348 0.291 0.533 0.170
[ 問 8D] 提出期限までに授業課題を完成できなかった 0.006 0.690 -0.252 -0.243
[ 問 8E]授業時間外に、他の学生と一緒に勉強したり、授業内容を話したりした 0.305 0.428 0.429 -0.109
[ 問 8F] 授業中、教員の考え方や意見に異議を唱えた 0.475 0.300 -0.141 0.352
[ 問 8G] 授業を欠席した -0.143 0.696 -0.292 -0.174
[ 問 8H] 授業に遅刻した -0.035 0.767 -0.216 -0.204
[ 問 8I] 授業をつまらなく感じた -0.180 0.501 0.217 0.523
[ 問 8J] 授業中に居眠りをした -0.379 0.412 0.029 0.276
[ 問 8K]教職員に学習に関する相談をしたり、学内の学習支援室を利用したりした 0.764 0.052 -0.162 -0.122
[ 問 8L]単位とは関係のない教員あるいは学生による自主的な勉強会に参加した 0.632 0.055 -0.198 0.467
[ 問 8M]大学の教職員に将来のキャリアの相談をした（卒業後の進路や職業選択など） 0.754 -0.115 -0.255 0.170
[ 問 8N] 教員に親近感を感じた 0.631 -0.008 -0.159 -0.399
累積寄与率　56.124%




















モデル 1 モデル 2 モデル 3
b β b β b β
定数項 2.744 *** 2.737 *** 1.855 ***
(0.036) (0.032) (0.215)
（時間配分）授業外の自主学習重視 0.087 0.187 * 0.020 0.042 -0.025 -0.055
(0.039) (0.042) (0.038)
（時間配分）課外活動・アルバイト重視 0.019 0.043 0.042 0.095 0.009 0.021
(0.036) (0.033) (0.029)
（時間配分）勉強ほどほど・趣味重視 0.105 0.226 ** 0.101 0.219 ** 0.069 0.148 *
(0.038) (0.035) (0.031)
（学習態度）教員を積極的に活用 0.066 0.140 0.090 0.192 *
(0.042) (0.037)
（学習態度）怠学傾向 -0.175 -0.381 *** -0.139 -0.304 ***
(0.034) (0.031)
（学習態度）課題にはしっかり対応 0.085 0.188 * 0.072 0.160 *
(0.034) (0.030)
（学習態度）授業よりも自分の興味を重視 0.084 0.185 * 0.080 0.176 *
(0.034) (0.030)
出身高校の評定平均値 0.232 0.277 ***
(0.057)
大学入学時点の基礎学力 0.132 0.313 ***
(0.028)
N 137 137 137
自由度修正済み決定係数 0.075 0.277 0.440
F 値 4.695 ** 8.451 *** 12.867 ***
***0.1% 水準　**1％水準　*5% 水準　† 10％水準
括弧内の数値は回帰係数の標準誤差





































































































（時間配分）授業外の自主学習重視  0.051    0.242**  0.130 †  0.354***  0.238**  0.256**  0.309***
（時間配分）課外活動・アルバイト重視  0.109    0.115    0.259**  0.090  0.085 -0.062  0.088
（時間配分）勉強ほどほど・趣味重視 -0.015 -0.104 -0.058 -0.067 -0.119 -0.017 -0.170*
（学習態度）教員を積極的に活用  0.079  0.266**  0.163*  0.328***  0.245**  0.255**  0.281***
（学習態度）怠学傾向 -0.092 -0.058  0.012 -0.236** -0.021 -0.139 †  0.004
（学習態度）課題にはしっかり対応 -0.039  0.105  0.075  0.118  0.051  0.064 -0.009
（学習態度）授業よりも自分の興味を重視  0.005  0.126 -0.009  0.099  0.009  0.030  0.057
時間配分との相関についてのサンプルサイズは 170、学習態度との相関についてのサンプルサイズは 158。
***0.1% 水準　**1％水準　*5% 水準　† 10％水準






















 思考力（選択式　総合スコア）  
 思考力（記述・論述式問題　総合得点比率）  
 （姿勢・態度）レジリエンス   
 （姿勢・態度）リーダーシップ †
 （姿勢・態度）コラボレーション  *
 （経験）自己管理  * 
 （経験）対人関係 †
 （経験）計画・実行  **
 学びへの意欲 









































































11	「教学 IR」とか「経営 IR」とか、「IR」という言葉の前に当該 IR 活動の対象領域を冠する言葉が、日本の大学で
は人口に膾炙するようになってきている。こうした言葉が人口に膾炙するということ自体が、日本の大学の縦割り
的な組織文化を反映していると言っては言い過ぎであろうか。
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